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◎4月３日の台湾地震による津波警報発令時の避難状況
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■ 令和６年  ４回定例会（６月）
議案と結果

議案番号 件　名 議案等の概要 議決の結果

議案
第35号

原案可決
（全会一致）1,211,944千円の増額補正令和６年度国頭村一般会計補正予

算（第２号）

議案
第36号

原案可決
（全会一致）654千円の増額補正令和６年度国頭村国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）

議案
第38号

原案可決
（全会一致）

災害救助に必要な費用の財源に充てるため
の条例制定

国頭村災害救助基金条例の制定に
ついて

議案
第39号

原案可決
（全会一致）

特殊勤務手当の支給に関し必要な事項を規
則で定めるための条例の一部改正

国頭村職員の特殊勤務手当に関する
条例の一部を改正する条例について

議案
第40号

原案可決
（全会一致）

沖縄県母子及び父子家庭等医療費助成事業
実施要項の改正による条例の一部改正

国頭村母子及び父子家庭等医療助
成に関する条例の一部を改正する
条例について

議案
第43号

原案可決
（全会一致）

国頭村辺地第八次総合整備計画書の一部
変更

国頭村辺地第八次総合整備計画
の一部変更について

議案
第44号

原案可決
（全会一致）

国頭村字奥間1652番地1
山城美保子（昭和38年10月4日生）

国頭村教育委員会委員の任命につ
いて

議案
第46号

原案可決
（全会一致）

今回変更による増額 8,470,000円
変更後の契約金額 132,594,000円

国頭村児童公園遊具設置工事請
負契約の変更について

議案
第47号

原案可決
（全会一致）

契約の方法：指名競争入札
契約の金額：67,100,000円
契約の相手方：有限会社　昭建設

森林公園研修・宿泊棟建築工事請
負契約について

報告
第7号 報告地方自治法施行令第146条第2項の規定に

よる報告
令和５年度国頭村繰越明許費繰越
計算書の報告について

議案
第45号

原案可決
（全会一致）

今回変更による増額 10,843,800円
変更後の契約金額 137,608,900円

安波小学校改修工事請負契約の変
更について

議案
第42号

原案可決
（全会一致）国頭村過疎地域持続的発展計画の一部変更国頭村過疎地域持続的発展計画

一部変更について

議案
第41号

原案可決
（全会一致）

被保険者証が令和６年12月2日以降発行さ
れなくなることに伴い、沖縄県後期高齢者医
療広域連合規約を変更する必要があり、地方
公共団体の議会の議決が必要であるため

沖縄県後期高齢者医療広域連合
規約の変更について

議案
第37号

原案可決
（全会一致）

収益的収入及び支出
収入322,553千円　支出299,289千円　
資本的収入及び支出
収入222,000千円　支出290,893千円　

令和６年度国頭村簡易水道事業会
計補正予算（第１号）

議案番号 １番

議案第45号
安波小学校改修工事

島袋晴美
２番
大田孝佳

３番
山川安雄

４番
山城正和

５番
渡口直樹

８番
宮城　誠

９番
金城利光

６番 ７番
与儀一人

国頭村議会だよりNo.134 02
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告

賛否が分かれたもの ○賛成　×：反対

件　名 議案等の概要 議決の結果議案番号

米兵による少女連れ去り及び性的暴行事件に対する抗議決議

記

原案可決
（全会一致）

上段意見書に同じ（意見書と決議は宛先が
異なる）3ページへ全文掲載

米兵による少女連れ去り及び性的
暴行事件に対する抗議決議

発議案
第2号

報告地方自治法180条第2項の規定による議会の委任による専決処分の報告につ
いて（国頭村宅地分譲地造成整備工事）

報告
第8号

原案可決
（全会一致）

日本政府や県警などは米軍に関するすべて
の事件、事故を隠蔽し県民を守る立場の県知
事にすら情報を提供せず県民に強い衝撃と
不安を与えている。事故が起きた原因は政
府、防衛省に最大の責任があり、米軍や隊員
に対する人権教育の取り組み姿勢だけでなく
組織の人権意識にも問題があると言わざる
を得ないことへ厳重に抗議する

　沖縄県は、戦後79年が経過しても人権が蹂躙され、日本政府によって隠ぺいされる状況下にあるとみるより
ほかない。16歳未満の少女が防げるはずの事件の被害者となったことに憤りを禁じ得ない。
　今回の事件については、まず何よりも被害者と周囲の方々に配慮することが重要であり、ましてや被害者を
責めたり、貶めたりすることは絶対にあってはならない。沖縄県が求めていることは綱紀粛正ではない。日米地
位協定の改定により県民の主権が確認され、基本的人権が尊重され平和のもとに暮らすことができる。まさに
日本国憲法の三大原理が脅かされている現状からの脱却である。
　また、県民を守る立場の県知事にすら情報を提供せず、防止策を取る機会を喪失させた結果、事件の頻発を
招いた日米両政府と関係省庁、県警はその責任の重大さを猛省すべきである。そのうえで、被害者と県民に対
し真摯に謝罪すべきである。
　昨年12月の事件発生から半年間の長期にわたり県との情報共有がなされなかったことは、「被害者のプラ
イバシー保護」という判断を「もっともらしい言い訳」に貶めており県民の不信と怒りを増幅させる結果となっ
ている。
　よって本村議会は、村民及び県民の生命・財産・安心安全・生活環境を守る立場から、今回の事件に対し厳
重に抗議するとともに、下記事項がすみやかに実現されるよう強く要請する。

１　被害者への誠実な謝罪と補償、誹謗中傷から保護すること。
２　実行性ある再発防止策を速やかに協議・公表し、実行すること。
３　米軍および 軍人、軍属が関わる事件事故の情報を遅滞なく全面的に提供、共有すること。
４　日米地位協定を抜本的に改定すること。

以上、決議する。
　令和６年８月２日

沖縄県国頭村議会
宛先　　　　駐日米国大使、在日米軍司令官、在沖米国総領事、在日米軍沖縄地域調整官
意見書宛先　内閣総理大臣、内閣官房長官、防衛大臣、外務大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、
　　　　　　沖縄防衛局長、外務省特命全権大使(沖縄担当)、沖縄県警察本部長

米兵による少女連れ去り及び性的
暴行事件に対する意見書

意見書案
第１号

■ 令和６年  ５回 臨時会（８月）

原案可決
（全会一致）23,670千円の増額補正令和６年度国頭村一般会計補正予

算（第3号）
議案

第48号

原案可決
（全会一致）

契約の方法：指名競争入札
契約の金額：62,804,500円
契約の相手方：有限会社　国栄建設

森林公園駐車場等土木工事請負契
約について

議案
第49号
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や
危
険
家
屋
等
の
増
加
の
抑
制

に
努
め
る
。

問答

　
　
　  

村
民
含
め
足
を
運
び
や
す

い
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、

様
々
な
情
報
の
提
供
に
期
待
す
る
。

　「や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」
の

共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助

成
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
事
業

目
的
・
概
要
を
伺
う
。

　村
長

　「
共
同
売
店
活
性
化
事
業
」
で
は
、

利
益
の
向
上
と
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
運
営
状
況
を
改
善
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
商
品
の
共
同
仕
入
れ

や
配
送
を
試
験
的
に
行
う
。
ま
た
、

共
同
売
店
が
各
集
落
の
核
と
し
て

持
続
的
な
経
営
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
情
報
発
信
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
を
連
携
し
て
行
う
。

　
事
業
の
進
捗
を
確
認
し
な
が
ら
、

共
同
売
店
の
活
性
化
を
組
合
と
共

に
模
索
し
て
い
く
。

　
　
　  

補
助
金
の
目
的
や
意
義
を

し
っ
か
り
と
検
証
願
い
た
い
。

　観
光
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
実
施
計
画
を
伺
う
。

　村
長

　
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
大

き
な
社
会
変
化
や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
で
人
々

の
生
活
環
境
・
価
値
観
の
変
化
に

問

問

問

問 答答

答 よ
り
、
観
光
ニ
ー
ズ
も
多
様
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
直
近

で
は
、
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等

滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用

し
観
光
客
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
計
画
改
定
に

当
た
っ
て
は
、
観
光
団
体
や
事
業

者
等
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
観
光
振
興
計
画
改
定
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
計
画
内
容
に

関
す
る
議
論
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　  

観
光
協
会
に
情
報
集
約
が

重
要
。

　国
頭
村
総
合
体
育
館
は
、
新
た

な
施
設
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む

と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
方
針

を
伺
う
。

　村
長

　
施
設
の
更
新
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
整
備
へ
向

け
、
防
衛
省
の
補
助
事
業
が
活
用

で
き
な
い
か
、
協
議
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
基

本
計
画
の
策
定
を
行
い
、
次
年
度

以
降
の
概
算
要
求
へ
向
け
準
備
を

進
め
て
行
き
た
い
。
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
行
政
や
ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
な
ど
を
中
心
と
し
た
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
施
設
用
地
の

選
定
、
施
設
の
機
能
や
規
模
、
概

算
事
業
費
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
で

は
、
２
０
３
４
年
に
「
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
の
開
催
を
沖
縄
県
に
内

定
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後

の
情
報
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　  

50
年
先
を
見
据
え
た
計
画

策
定
が
重
要
。

　Ｄ
Ｘ
推
進
の
中
で
、
各
種
申
請
や

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
実
施
計
画
を
伺
う
。

　村
長

　
本
村
の
よ
う
な
小
規
模
町
村
に

お
い
て
は
、
交
付
件
数
に
対
し
導

入
費
や
維
持
管
理
費
が
高
額
に
な

る
た
め
、
費
用
対
効
果
の
面
で
導

入
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

し
か
し
、
利
便
性
の
向
上
と
業
務

の
効
率
化
を
図
る
に
あ
た
っ
て
は
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
不
可
欠
な
も
の
と

認
識
し
て
お
り
財
源
の
確
保
を
含

め
、
よ
い
施
策
が
な
い
か
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　  

財
源
確
保
が
重
要
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。

■
そ
の
他
、
知
花
村
長
１
期
目
の

自
己
検
証
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

答

渡口  直樹
議員

令
和
６
年
度
の

施
政
方
針
に
つ
い
て

議
員
意
見

議
員
意
見

議
員
意
見

議
員
意
見

議
員
意
見
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沖
縄
県
企
画
部
統
計
課
は
、
２

０
２
１
年
度
の
県
市
町
村
民
所
得

（
経
済
計
算
）
の
概
要
を
発
表
。
市

町
村
別
の
１
人
当
た
り
の
所
得
、

人
口
に
占
め
る
就
業
者
数
の
割
合

が
高
い
北
大
東
村
４
６
３
万
５
千

円
、
国
頭
村
は
２
１
８
万
４
千
円

で
対
県
民
所
得
水
準
２
２
５
万
８

千
円
の
96
・
７
％
、
前
年
度
比
５
・

１
％
と
発
表
さ
れ
た
。

　
就
業
者
１
人
当
た
り
市
町
村
内

総
生
産
、
こ
れ
は
給
与
所
得
に
も
、

生
産
活
動
に
お
け
る
所
得
に
も
影

響
さ
れ
る
。
そ
れ
が
３
８
４
万
７

千
円
と
県
内
で
も
最
も
低
い
要
因

と
、
令
和
３
年
度
の
国
頭
村
民
所

得
（
内
総
生
産
）
は
１
１
１
億
８

千
８
百
万
円
で
前
年
度
１
０
２
億

８
千
３
百
万
円
、
９
億
５
百
万
円

増
の
要
因
を
伺
う
。

国
頭
村
民
所
得
に
つ
い
て

新
技
術
に
よ
る
ク
ル
マ
エ
ビ

種
苗
生
産
・
研
究
交
流
拠
点

整
備
事
業
に
つ
い
て

　知
花  

靖 

村
長

　
市
町
村
民
経
済
計
算
に
お
け
る

就
業
者
１
人
当
た
り
の
市
町
村
内

総
生
産
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
、

令
和
３
年
度
と
２
年
連
続
で
県
内

に
お
い
て
最
も
低
い
水
準
と
な
っ

た
。
本
村
は
建
設
業
、農
業
、宿
泊
・

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
な
産
業
と

し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
宿
泊
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
が
大
き
く
低
迷
し
た
。

ま
た
国
頭
村
民
総
生
産
の
増
額
に

つ
い
て
は
、
建
設
業
で
令
和
２
年

度
に
落
ち
込
み
が
あ
っ
た
が
、
令

和
３
年
度
に
復
調
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
６
月
か
ら
度
重
な
る
物
価
上
昇
、

公
共
料
金
の
値
上
げ
等
に
よ
り
家

計
負
担
が
相
次
い
で
い
る
年
金
は

増
額
さ
れ
て
い
る
が
国
民
年
金
の

み
受
給
生
活
者
等
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
生
活
支
援
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
村
長
の
所
見
を
伺

う
。　村

長

　
国
民
年
金
の
み
の
受
給
生
活
者

等
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
生
活
支

援
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
「
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
」

等
に
よ
り
10
万
円
の
支
給
を
行
い
、

更
に
こ
ど
も
加
算
と
し
て
18
歳
未

満
の
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円

問

問

答答

の
支
給
を
行
っ
た
。
今
年
度
も
引

き
続
き
、
新
た
に
住
民
税
非
課
税

と
な
っ
た
世
帯
に
対
し
て
10
万
円

の
給
付
金
の
支
援
を
実
施
す
る
。

　
そ
の
他
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
か
ら
の
相
談
内
容
に
合
わ
せ
、

活
用
で
き
る
事
業
の
案
内
を
行
い
、

関
係
機
関
と
連
携
し
解
決
策
を
見

い
だ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
去
っ
た
５
月
10
日
令
和
６
年
度

辺
土
名
地
区
定
期
総
会
閉
会
後
ク

ル
マ
エ
ビ
種
苗
生
産
・
研
究
交
流

拠
点
整
備
事
業
の
説
明
が
株
式
会

社
琉
球
ア
ク
ア
フ
ァ
ー
ム
経
営
陣

か
ら
行
わ
れ
た
。
村
長
は
こ
の
事

業
が
国
頭
村
に
必
要
と
お
考
え
か

伺
う
。

　村
長

　
水
産
業
及
び
地
域
振
興
の
手
段

と
し
て
養
殖
業
の
推
進
は
、
重
要

な
取
り
組
み
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
事
業
の
提
案
に
あ
る
交

流
事
業
に
よ
り
、
水
産
研
究
の
集

積
地
を
創
り
出
す
こ
と
で
、
内
外

か
ら
の
研
究
者
や
訪
問
者
に
よ
る

交
流
人
口
の
促
進
も
理
解
で
き
る
。

　
一
方
で
、
事
業
展
開
の
確
実
性
、

事
業
達
成
へ
の
プ
ロ
セ
ス
や
評
価

指
標
の
確
認
な
ど
詳
細
な
事
業
計

問答

画
等
を
実
施
事
業
者
に
求
め
、
内

容
を
精
査
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ま
た
、
本
事
業
が
沖
縄
振
興
特
定

事
業
推
進
費
を
活
用
し
た
民
間
事

業
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

実
施
へ
向
け
た
事
業
主
体
の
動
向

を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
、
村
と

し
て
は
、
地
権
者
で
あ
る
辺
土
名

区
や
周
辺
住
民
の
合
意
形
成
が
事

業
実
施
の
必
須
条
件
と
考
え
て
い

る
の
で
、
地
域
や
関
係
機
関
の
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判

断
し
て
い
く
。

　
　
　
国
頭
村
林
業
振
興
に
関
す

る
要
望
書
に
つ
い
て
の
質
問
を
し

ま
し
た

与儀  一人
議員

そ
の
他

クルマエビ事業候補地の旧辺土名保育所
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　移
住
定
住
希
望
者
の
窓
口
の
一

元
化
に
向
け
た
方
針
を
伺
う
。
ま

た
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用

に
つ
い
て
具
体
策
を
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
移
住
等
を
希
望
す
る
方
へ
の
住

宅
や
仕
事
、
生
活
に
関
す
る
情
報

提
供
を
一
元
化
し
て
行
う
。
更
に

県
内
外
の
移
住
支
援
団
体
と
連
携

し
、
持
続
的
に
受
け
入
れ
る
体
制

を
整
え
、
移
住
者
及
び
交
流
・
関

係
人
口
の
増
加
を
目
指
し
体
制
強

化
を
図
る
。

　
ま
た
、「
国
頭
村
空
き
家
バ
ン
ク
」

本
制
度
に
登
録
し
た
空
き
家
の
所
有

者
で
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
所
有
者
の

負
担
を
軽
減
し
、
利
用
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
住
宅
不
足
の
解

消
や
危
険
家
屋
等
の
増
加
の
抑
制

に
努
め
る
。

問答

　
　
　  

村
民
含
め
足
を
運
び
や
す

い
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、

様
々
な
情
報
の
提
供
に
期
待
す
る
。

　「や
ん
ば
る
共
同
売
店
組
合
」
の

共
同
売
店
活
性
化
事
業
に
対
し
助

成
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
事
業

目
的
・
概
要
を
伺
う
。

　村
長

　「
共
同
売
店
活
性
化
事
業
」
で
は
、

利
益
の
向
上
と
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
運
営
状
況
を
改
善
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
商
品
の
共
同
仕
入
れ

や
配
送
を
試
験
的
に
行
う
。
ま
た
、

共
同
売
店
が
各
集
落
の
核
と
し
て

持
続
的
な
経
営
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
情
報
発
信
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
を
連
携
し
て
行
う
。

　
事
業
の
進
捗
を
確
認
し
な
が
ら
、

共
同
売
店
の
活
性
化
を
組
合
と
共

に
模
索
し
て
い
く
。

　
　
　  

補
助
金
の
目
的
や
意
義
を

し
っ
か
り
と
検
証
願
い
た
い
。

　観
光
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
実
施
計
画
を
伺
う
。

　村
長

　
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
大

き
な
社
会
変
化
や
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
で
人
々

の
生
活
環
境
・
価
値
観
の
変
化
に

問

問

問

問 答答

答 よ
り
、
観
光
ニ
ー
ズ
も
多
様
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
直
近

で
は
、
ア
ス
ト
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等

滞
在
型
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用

し
観
光
客
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
計
画
改
定
に

当
た
っ
て
は
、
観
光
団
体
や
事
業

者
等
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
観
光
振
興
計
画
改
定
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
計
画
内
容
に

関
す
る
議
論
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　  

観
光
協
会
に
情
報
集
約
が

重
要
。

　国
頭
村
総
合
体
育
館
は
、
新
た

な
施
設
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む

と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
方
針

を
伺
う
。

　村
長

　
施
設
の
更
新
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
整
備
へ
向

け
、
防
衛
省
の
補
助
事
業
が
活
用

で
き
な
い
か
、
協
議
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
基

本
計
画
の
策
定
を
行
い
、
次
年
度

以
降
の
概
算
要
求
へ
向
け
準
備
を

進
め
て
行
き
た
い
。
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
行
政
や
ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
な
ど
を
中
心
と
し
た
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
施
設
用
地
の

選
定
、
施
設
の
機
能
や
規
模
、
概

算
事
業
費
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
で

は
、
２
０
３
４
年
に
「
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
の
開
催
を
沖
縄
県
に
内

定
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後

の
情
報
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

施
設
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　  

50
年
先
を
見
据
え
た
計
画

策
定
が
重
要
。

　Ｄ
Ｘ
推
進
の
中
で
、
各
種
申
請
や

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
検
討
な

ど
、
住
民
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
実
施
計
画
を
伺
う
。

　村
長

　
本
村
の
よ
う
な
小
規
模
町
村
に

お
い
て
は
、
交
付
件
数
に
対
し
導

入
費
や
維
持
管
理
費
が
高
額
に
な

る
た
め
、
費
用
対
効
果
の
面
で
導

入
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

し
か
し
、
利
便
性
の
向
上
と
業
務

の
効
率
化
を
図
る
に
あ
た
っ
て
は
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
不
可
欠
な
も
の
と

認
識
し
て
お
り
財
源
の
確
保
を
含

め
、
よ
い
施
策
が
な
い
か
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　  

財
源
確
保
が
重
要
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。

■
そ
の
他
、
知
花
村
長
１
期
目
の

自
己
検
証
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

答

渡口  直樹
議員

令
和
６
年
度
の

施
政
方
針
に
つ
い
て

議
員
意
見

議
員
意
見

議
員
意
見

議
員
意
見

議
員
意
見
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沖
縄
県
企
画
部
統
計
課
は
、
２

０
２
１
年
度
の
県
市
町
村
民
所
得

（
経
済
計
算
）
の
概
要
を
発
表
。
市

町
村
別
の
１
人
当
た
り
の
所
得
、

人
口
に
占
め
る
就
業
者
数
の
割
合

が
高
い
北
大
東
村
４
６
３
万
５
千

円
、
国
頭
村
は
２
１
８
万
４
千
円

で
対
県
民
所
得
水
準
２
２
５
万
８

千
円
の
96
・
７
％
、
前
年
度
比
５
・

１
％
と
発
表
さ
れ
た
。

　
就
業
者
１
人
当
た
り
市
町
村
内

総
生
産
、
こ
れ
は
給
与
所
得
に
も
、

生
産
活
動
に
お
け
る
所
得
に
も
影

響
さ
れ
る
。
そ
れ
が
３
８
４
万
７

千
円
と
県
内
で
も
最
も
低
い
要
因

と
、
令
和
３
年
度
の
国
頭
村
民
所

得
（
内
総
生
産
）
は
１
１
１
億
８

千
８
百
万
円
で
前
年
度
１
０
２
億

８
千
３
百
万
円
、
９
億
５
百
万
円

増
の
要
因
を
伺
う
。

国
頭
村
民
所
得
に
つ
い
て

新
技
術
に
よ
る
ク
ル
マ
エ
ビ

種
苗
生
産
・
研
究
交
流
拠
点

整
備
事
業
に
つ
い
て

　知
花  

靖 

村
長

　
市
町
村
民
経
済
計
算
に
お
け
る

就
業
者
１
人
当
た
り
の
市
町
村
内

総
生
産
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
、

令
和
３
年
度
と
２
年
連
続
で
県
内

に
お
い
て
最
も
低
い
水
準
と
な
っ

た
。
本
村
は
建
設
業
、農
業
、宿
泊
・

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
な
産
業
と

し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
宿
泊
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
が
大
き
く
低
迷
し
た
。

ま
た
国
頭
村
民
総
生
産
の
増
額
に

つ
い
て
は
、
建
設
業
で
令
和
２
年

度
に
落
ち
込
み
が
あ
っ
た
が
、
令

和
３
年
度
に
復
調
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
６
月
か
ら
度
重
な
る
物
価
上
昇
、

公
共
料
金
の
値
上
げ
等
に
よ
り
家

計
負
担
が
相
次
い
で
い
る
年
金
は

増
額
さ
れ
て
い
る
が
国
民
年
金
の

み
受
給
生
活
者
等
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
生
活
支
援
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
村
長
の
所
見
を
伺

う
。　村

長

　
国
民
年
金
の
み
の
受
給
生
活
者

等
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
生
活
支

援
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
「
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
」

等
に
よ
り
10
万
円
の
支
給
を
行
い
、

更
に
こ
ど
も
加
算
と
し
て
18
歳
未

満
の
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円

問

問

答答

の
支
給
を
行
っ
た
。
今
年
度
も
引

き
続
き
、
新
た
に
住
民
税
非
課
税

と
な
っ
た
世
帯
に
対
し
て
10
万
円

の
給
付
金
の
支
援
を
実
施
す
る
。

　
そ
の
他
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
か
ら
の
相
談
内
容
に
合
わ
せ
、

活
用
で
き
る
事
業
の
案
内
を
行
い
、

関
係
機
関
と
連
携
し
解
決
策
を
見

い
だ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
去
っ
た
５
月
10
日
令
和
６
年
度

辺
土
名
地
区
定
期
総
会
閉
会
後
ク

ル
マ
エ
ビ
種
苗
生
産
・
研
究
交
流

拠
点
整
備
事
業
の
説
明
が
株
式
会

社
琉
球
ア
ク
ア
フ
ァ
ー
ム
経
営
陣

か
ら
行
わ
れ
た
。
村
長
は
こ
の
事

業
が
国
頭
村
に
必
要
と
お
考
え
か

伺
う
。

　村
長

　
水
産
業
及
び
地
域
振
興
の
手
段

と
し
て
養
殖
業
の
推
進
は
、
重
要

な
取
り
組
み
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
事
業
の
提
案
に
あ
る
交

流
事
業
に
よ
り
、
水
産
研
究
の
集

積
地
を
創
り
出
す
こ
と
で
、
内
外

か
ら
の
研
究
者
や
訪
問
者
に
よ
る

交
流
人
口
の
促
進
も
理
解
で
き
る
。

　
一
方
で
、
事
業
展
開
の
確
実
性
、

事
業
達
成
へ
の
プ
ロ
セ
ス
や
評
価

指
標
の
確
認
な
ど
詳
細
な
事
業
計

問答

画
等
を
実
施
事
業
者
に
求
め
、
内

容
を
精
査
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ま
た
、
本
事
業
が
沖
縄
振
興
特
定

事
業
推
進
費
を
活
用
し
た
民
間
事

業
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

実
施
へ
向
け
た
事
業
主
体
の
動
向

を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
、
村
と

し
て
は
、
地
権
者
で
あ
る
辺
土
名

区
や
周
辺
住
民
の
合
意
形
成
が
事

業
実
施
の
必
須
条
件
と
考
え
て
い

る
の
で
、
地
域
や
関
係
機
関
の
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判

断
し
て
い
く
。

　
　
　
国
頭
村
林
業
振
興
に
関
す

る
要
望
書
に
つ
い
て
の
質
問
を
し

ま
し
た

与儀  一人
議員

そ
の
他

クルマエビ事業候補地の旧辺土名保育所
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　各
集
落
に
お
い
て
の
避
難
状
況

の
調
査
は
行
っ
た
の
か
。
取
り
残

さ
れ
た
高
齢
者
等
は
い
な
か
っ
た

の
か
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
津
波
警
報
か
ら
津
波
注
意
報
と

な
る
10
時
40
分
ま
で
の
速
報
値
と

し
て
、
庁
舎
78
人
、
慰
霊
の
塔
56

人
、
森
林
公
園
８
２
０
人
を
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
警
報
等
発
令

後
に
改
め
て
避
難
状
況
の
調
査
を

行
い
、
村
内
で
約
１
，
５
５
７
人

の
避
難
者
を
確
認
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
等
の
避
難
に
つ
い
て
は
、

避
難
の
呼
び
か
け
や
近
隣
住
民
の
介

助
に
よ
る
避
難
の
実
施
に
つ
い
て
、

区
長
か
ら
報
告
を
受
け
て
お
り
、
要

配
慮
者
の
避
難
は
、
地
域
ご
と
の
避

難
支
援
の
協
力
が
特
に
必
要
と
な
る

の
で
、
区
長
や
民
生
委
員
と
連
携
協

力
の
も
と
進
め
て
い
く
。

　こ
ど
も
園
、
学
童
か
ら
の
幼
児

も
含
め
て
、
多
く
の
方
が
森
林
公

園
に
向
け
避
難
し
た
状
況
で
あ
っ

た
と
聞
い
た
が
、
森
林
公
園
ア
ク

セ
ス
道
路
（
村
道
辺
土
名
奥
間
線
）

の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
伺

う
。　村

長

　
森
林
公
園
ア
ク
セ
ス
道
路
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
徒
歩
や
車
両
移

動
の
集
中
に
よ
る
道
路
の
安
全
性

が
懸
念
事
項
と
し
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
非
常
時
の
避

難
動
線
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
一

方
通
行
と
す
る
な
ど
混
雑
を
避
け

る
た
め
の
交
通
規
制
を
検
討
し
て

い
く
。

　被
災
が
あ
っ
た
場
合
に
森
林
公

園
が
避
難
場
所
と
し
て
、
道
路
・

水
道
・
電
気
・
食
料
確
保
と
し
て

の
対
応
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

　村
長

　
長
期
避
難
の
場
合
や
避
難
者
の

集
中
に
よ
る
備
蓄
品
の
保
管
が
課

題
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今

回
、
避
難
者
数
は
最
終
確
認
値
で

約
１
，
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
規
模
を
想
定
し

た
備
蓄
保
管
庫
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
備
蓄
品
だ
け
で
は
な
く
、

水
道
水
や
ト
イ
レ
な
ど
森
林
公
園

の
飲
料
水
や
生
活
用
水
に
つ
い
て

は
、
貯
水
タ
ン
ク
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
定
期
間
見
込
め
る
も
の
と

想
定
し
て
い
る
。

　
　
　森
林
公
園
の
ア
ク
セ
ス
道

路
に
つ
い
て
は
、
避
難
道
路
と
し

て
の
位
置
づ
け
も
入
れ
て
し
っ
か

り
と
整
備
の
必
要
性
を
私
自
身
は

感
じ
て
い
る
。
奥
間
側
か
ら
も
当

然
多
く
の
車
が
上
が
っ
て
い
る
の

を
確
認
し
て
い
る
。
道
路
再
整
備

を
計
画
す
る
際
に
排
水
路
あ
た
り

も
し
っ
か
り
と
整
備
し
、
奥
間
土

地
改
良
区
の
農
業
用
水
の
確
保
、

避
難
道
と
し
て
の
道
路
拡
幅
も
検

討
し
、
ぜ
ひ
森
林
公
園
を
活
か
す

道
路
と
し
て
整
備
計
画
に
取
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
う
。
実
際
に
そ
の

計
画
が
今
進
ん
で
い
る
の
か
、
私

に
は
把
握
で
き
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
、
ぜ
ひ
本
気
で
取
組
ん
で
ほ

し
い
の
で
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

お
伺
い
し
ま
す
。

　新
垣  

隆
雄 

建
設
課
長

　
路
面
の
状
況
を
見
る
と
ク
ラ
ッ

ク
が
入
っ
た
り
防
護
柵
や
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
が
一
部
腐
食
し
て

お
り
、
再
度
そ
の
辺
を
点
検
し
て
、

議
員
の
言
う
と
お
り
側
溝
で
詰
ま

っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
の
で
、
雨

水
を
う
ま
く
利
用
で
き
る
よ
う
に

今
後
、
再
度
現
場
を
調
査
し
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　こ
れ
ま
で
比
地
川
の
増
水
や
氾

濫
に
よ
る
影
響
と
原
因
は
何
で
あ

っ
た
の
か
伺
う
。

　村
長

　
比
地
区
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

集
落
内
道
路
の
冠
水
や
床
下
浸
水
、

農
地
の
冠
水
が
起
き
て
い
る
と
伺

っ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
は
、
河

川
に
土
砂
が
堆
積
し
、
雑
草
が
繁

茂
す
る
こ
と
で
流
下
能
力
に
支
障

を
及
ぼ
し
河
川
水
位
が
上
昇
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　河
川
管
理
者
で
あ
る
県
へ
の
要

請
と
県
の
対
応
は
ど
う
な
の
か
伺

う
。　村

長

　
令
和
６
年
２
月
29
日
付
け
で
沖

縄
県
北
部
土
木
事
務
所
長
宛
て
に

要
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。
下
流

側
か
ら
浚
渫
を
行
い
、
予
算
が
確

保
で
き
れ
ば
上
流
側
も
検
討
す
る

旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
去
る
６
月
７
日
に
沖
縄

振
興
予
算
要
求
に
向
け
た
意
見
交

換
会
の
中
で
、
沖
縄
県
土
木
建
築

部
長
へ
も
直
接
要
請
し
た
と
こ
ろ
、

早
急
に
現
場
を
確
認
す
る
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

一般質問６月の定例議会

４
月
３
日
の
台
湾
地
震
に
よ
る

津
波
発
令
時
の
避
難
状
況
は

問

問問

答

問問

答答

答 再
質
問

答答

大田  孝佳
議員

比
地
河
川
浚
渫
は
？
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一 般 質 問６月の定例議会

　
４
月
３
日
に
起
き
た
台
湾
付
近

の
地
震
で
沖
縄
県
に
津
波
警
報
が

出
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
役
場
が

取
っ
た
村
民
避
難
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
振
り
返
り
を
行

っ
た
の
か
、
課
題
は
何
か
を
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
防
災
無
線
に
よ
る
村
全
域
へ
の

避
難
放
送
、
役
場
近
隣
の
要
配
慮

者
へ
の
避
難
誘
導
、
避
難
者
情
報

の
収
集
な
ど
を
行
っ
た
。
緊
急
対

応
と
し
て
役
場
へ
の
避
難
者
誘
導

や
庁
舎
備
蓄
品
・
車
椅
子
の
配
置

を
行
い
、
辺
土
名
地
区
の
避
難
先

で
あ
る
慰
霊
の
塔
へ
職
員
を
派
遣

し
た
。

　
振
り
返
り
に
つ
い
て
は
役
場
の

各
課
、
施
設
の
指
定
管
理
者
、
各
区

長
に
対
し
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
課

題
と
し
て
は
、
辺
土
名
地
区
か
ら
森

林
公
園
ま
で
の
避
難
ル
ー
ト
の
安

全
管
理
に
つ
い
て
一
方
通
行
な
ど
の

交
通
規
制
を
検
討
し
て
い
く
。
避
難

者
が
集
中
し
た
際
の
森
林
公
園
の

備
蓄
保
管
に
つ
い
て
は
役
場
で
保

管
し
て
い
る
備
蓄
品
を
追
加
す
る

こ
と
で
対
応
し
た
が
、
備
蓄
コ
ン
テ

ナ
な
ど
の
検
討
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
情
報
収
集
で
必
要

と
な
る
通
信
環
境
の
確
保
が
課
題

と
し
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
避

難
先
で
あ
る
森
林
公
園
の
非
常
時

通
信
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
沖
縄
セ

ル
ラ
ー
及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
要
請

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
ペ
ッ
ト
も
大
切
な
家
族
と

し
て
避
難
で
き
る
場
所
作
り
に
つ

い
て
は
。

　宮
里  

幸
助 

総
務
課
長

　
具
体
的
な
計
画
の
中
で
明
確
に

は
示
し
た
も
の
が
整
理
さ
れ
て
な

問

答

答

い
。
課
題
と
し
て
考
え
た
い
。

　
　
　  

大
事
な
の
は
避
難
に
関
わ

る
各
方
面
と
の
話
合
い
を
熱
が
冷

め
な
い
う
ち
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
昨
年
４
月
に
エ
コ
ス
ポ
レ
ク
公

園
の
利
用
料
金
の
値
上
げ
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
利
用
者
の
声
に
耳

を
傾
け
た
り
、
施
設
の
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
た
り
し
た
の
か
、
ま

た
今
後
の
エ
コ
ス
ポ
レ
ク
公
園
経

営
の
展
望
を
伺
う
。

　村
長

　
料
金
改
定
に
伴
い
村
内
の
施
設

利
用
者
か
ら
は
値
上
げ
に
対
す
る

意
見
も
あ
っ
た
。

　
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め

に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
の
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
発
行
や
陸
上
競
技
場

で
の
回
数
券
発
行
を
行
っ
て
い
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
利
用
者
に
高
齢

者
が
多
い
た
め
、
腰
を
曲
げ
ず
に

カ
ッ
プ
か
ら
ボ
ー
ル
を
取
れ
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
カ
ッ
プ
を
来
月
中
に

整
備
す
る
予
定
。
利
便
性
を
さ
ら

に
実
感
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
検
討
す
る
。

　
　
　
く
い
な
エ
コ
・
ス
ポ
レ
ク

公
園
で
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

問答

答答 ま
で
が
一
緒
に
遊
ん
で
、
健
康
づ

く
り
に
寄
与
で
き
る
公
園
、
移
住

の
決
め
手
と
な
り
得
る
魅
力
あ
る

公
園
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

　前
田  

浩
也 

商
工
観
光
課
長

　
す
ぐ
に
遊
べ
る
公
園
機
能
は
ま

だ
な
い
が
関
係
各
位
で
協
議
す
る

必
要
が
あ
る
。

　村
長

　
旧
北
国
小
学
校
は
今
年
度
耐
震

診
断
調
査
を
行
な
い
地
域
や
検
討

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
公
募

等
を
行
う
予
定
。
旧
佐
手
小
学
校

は
共
有
地
の
権
利
者
把
握
が
必
要

で
あ
り
、
調
査
で
は
１
０
０
人
以

上
の
権
利
者
が
判
明
し
解
決
に

至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
佐
手

区
関
係
者
の
意
向
も
踏
ま
え
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
　
　  

時
間
だ
け
が
経
過
し
て
老

朽
化
す
る
だ
け
の
学
び
舎
を
見
る

の
は
、
卒
業
生
も
関
係
者
も
が
っ

か
り
す
る
と
思
う
。
自
分
の
卒
業

し
た
学
校
跡
地
が
村
の
た
め
村
民

の
た
め
に
役
に
立
ち
す
ば
ら
し
い

施
設
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
施
策
を
一
日
も

早
く
実
行
し
て
い
た
だ
く
よ
う
期

待
す
る
。

再
質
問

再
質
問

島袋  晴美
議員

４
月
３
日
の
津
波
警
報
後
の

避
難
に
つ
い
て

エ
コ
ス
ポ
レ
ク
公
園
料
金

値
上
げ
後
の
対
応
に
つ
い
て

議
員
意
見

議
員
意
見

廃
校
利
用
に
つ
い
て
現
在
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う

森林公園への避難者状況
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　各
集
落
に
お
い
て
の
避
難
状
況

の
調
査
は
行
っ
た
の
か
。
取
り
残

さ
れ
た
高
齢
者
等
は
い
な
か
っ
た

の
か
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
津
波
警
報
か
ら
津
波
注
意
報
と

な
る
10
時
40
分
ま
で
の
速
報
値
と

し
て
、
庁
舎
78
人
、
慰
霊
の
塔
56

人
、
森
林
公
園
８
２
０
人
を
確
認

し
て
い
る
。
ま
た
、
警
報
等
発
令

後
に
改
め
て
避
難
状
況
の
調
査
を

行
い
、
村
内
で
約
１
，
５
５
７
人

の
避
難
者
を
確
認
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
等
の
避
難
に
つ
い
て
は
、

避
難
の
呼
び
か
け
や
近
隣
住
民
の
介

助
に
よ
る
避
難
の
実
施
に
つ
い
て
、

区
長
か
ら
報
告
を
受
け
て
お
り
、
要

配
慮
者
の
避
難
は
、
地
域
ご
と
の
避

難
支
援
の
協
力
が
特
に
必
要
と
な
る

の
で
、
区
長
や
民
生
委
員
と
連
携
協

力
の
も
と
進
め
て
い
く
。

　こ
ど
も
園
、
学
童
か
ら
の
幼
児

も
含
め
て
、
多
く
の
方
が
森
林
公

園
に
向
け
避
難
し
た
状
況
で
あ
っ

た
と
聞
い
た
が
、
森
林
公
園
ア
ク

セ
ス
道
路
（
村
道
辺
土
名
奥
間
線
）

の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
伺

う
。　村

長

　
森
林
公
園
ア
ク
セ
ス
道
路
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
徒
歩
や
車
両
移

動
の
集
中
に
よ
る
道
路
の
安
全
性

が
懸
念
事
項
と
し
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
非
常
時
の
避

難
動
線
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
一

方
通
行
と
す
る
な
ど
混
雑
を
避
け

る
た
め
の
交
通
規
制
を
検
討
し
て

い
く
。

　被
災
が
あ
っ
た
場
合
に
森
林
公

園
が
避
難
場
所
と
し
て
、
道
路
・

水
道
・
電
気
・
食
料
確
保
と
し
て

の
対
応
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

　村
長

　
長
期
避
難
の
場
合
や
避
難
者
の

集
中
に
よ
る
備
蓄
品
の
保
管
が
課

題
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今

回
、
避
難
者
数
は
最
終
確
認
値
で

約
１
，
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
規
模
を
想
定
し

た
備
蓄
保
管
庫
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。
備
蓄
品
だ
け
で
は
な
く
、

水
道
水
や
ト
イ
レ
な
ど
森
林
公
園

の
飲
料
水
や
生
活
用
水
に
つ
い
て

は
、
貯
水
タ
ン
ク
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
定
期
間
見
込
め
る
も
の
と

想
定
し
て
い
る
。

　
　
　森
林
公
園
の
ア
ク
セ
ス
道

路
に
つ
い
て
は
、
避
難
道
路
と
し

て
の
位
置
づ
け
も
入
れ
て
し
っ
か

り
と
整
備
の
必
要
性
を
私
自
身
は

感
じ
て
い
る
。
奥
間
側
か
ら
も
当

然
多
く
の
車
が
上
が
っ
て
い
る
の

を
確
認
し
て
い
る
。
道
路
再
整
備

を
計
画
す
る
際
に
排
水
路
あ
た
り

も
し
っ
か
り
と
整
備
し
、
奥
間
土

地
改
良
区
の
農
業
用
水
の
確
保
、

避
難
道
と
し
て
の
道
路
拡
幅
も
検

討
し
、
ぜ
ひ
森
林
公
園
を
活
か
す

道
路
と
し
て
整
備
計
画
に
取
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
う
。
実
際
に
そ
の

計
画
が
今
進
ん
で
い
る
の
か
、
私

に
は
把
握
で
き
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
、
ぜ
ひ
本
気
で
取
組
ん
で
ほ

し
い
の
で
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

お
伺
い
し
ま
す
。

　新
垣  

隆
雄 

建
設
課
長

　
路
面
の
状
況
を
見
る
と
ク
ラ
ッ

ク
が
入
っ
た
り
防
護
柵
や
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
が
一
部
腐
食
し
て

お
り
、
再
度
そ
の
辺
を
点
検
し
て
、

議
員
の
言
う
と
お
り
側
溝
で
詰
ま

っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
の
で
、
雨

水
を
う
ま
く
利
用
で
き
る
よ
う
に

今
後
、
再
度
現
場
を
調
査
し
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　こ
れ
ま
で
比
地
川
の
増
水
や
氾

濫
に
よ
る
影
響
と
原
因
は
何
で
あ

っ
た
の
か
伺
う
。

　村
長

　
比
地
区
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

集
落
内
道
路
の
冠
水
や
床
下
浸
水
、

農
地
の
冠
水
が
起
き
て
い
る
と
伺

っ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
は
、
河

川
に
土
砂
が
堆
積
し
、
雑
草
が
繁

茂
す
る
こ
と
で
流
下
能
力
に
支
障

を
及
ぼ
し
河
川
水
位
が
上
昇
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　河
川
管
理
者
で
あ
る
県
へ
の
要

請
と
県
の
対
応
は
ど
う
な
の
か
伺

う
。　村

長

　
令
和
６
年
２
月
29
日
付
け
で
沖

縄
県
北
部
土
木
事
務
所
長
宛
て
に

要
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。
下
流

側
か
ら
浚
渫
を
行
い
、
予
算
が
確

保
で
き
れ
ば
上
流
側
も
検
討
す
る

旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
去
る
６
月
７
日
に
沖
縄

振
興
予
算
要
求
に
向
け
た
意
見
交

換
会
の
中
で
、
沖
縄
県
土
木
建
築

部
長
へ
も
直
接
要
請
し
た
と
こ
ろ
、

早
急
に
現
場
を
確
認
す
る
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。

一般質問６月の定例議会

４
月
３
日
の
台
湾
地
震
に
よ
る

津
波
発
令
時
の
避
難
状
況
は

問

問問

答

問問

答答

答 再
質
問

答答

大田  孝佳
議員

比
地
河
川
浚
渫
は
？
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国
頭
村
の
地
産
地
消
基
本
計
画
の

背
景
と
目
的
に
、
消
費
者
の
農
林
水

産
物
や
加
工
品
に
対
す
る
安
全
・
安

心
志
向
の
高
ま
り
、
消
費
者
と
生
産

者
の
距
離
を
短
縮
「
食
」「
脳
」「
健

康
」
の
原
点
を
見
直
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
産

者
・
農
林
水
産
関
係
団
体
・
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
・
観
光
関
連
事
業
所
及

び
行
政
が
連
携
し
、
本
村
の
特
性
を

生
か
し
た
地
産
地
消
を
効
果
的
に
推

進
す
る
と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
策
定

計
画
は
村
民
の
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
大
い
に
期
待
で
き
、
農
産

物
関
連
作
物
は
、
農
業
振
興
補
助
金

等
に
よ
り
、
農
家
の
営
農
意
欲
も
高

ま
っ
て
き
た
と
思
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
漁
業
関
係
の

地
産
地
消
は
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
も

あ
る
と
思
う
が
、
消
費
の
落
ち
込

み
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
お
り
、
村
内
に
は
鮮
魚
店
が

い
く
つ
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
２

〜
３
軒
に
減
っ
て
い
る
。
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
こ
の
ま

ま
の
状
態
で
は
い
け
な
い
。

　
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、

特
に
魚
介
類
の
養
殖
事
業
も
必
要
だ

と
思
う
。
魚
介
類
の
養
殖
に
つ
い
て

は
、
以
前
何
度
も
質
問
し
て
き
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
回
答
は
、
実
証
実
験
で

電
気
代
、
エ
サ
代
等
の
コ
ス
ト
負
担

が
大
き
く
採
算
面
で
厳
し
い
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
エ
サ
代
の
か

か
ら
な
い
シ
ャ
コ
ガ
イ
、
ウ
ニ
等
の

養
殖
や
企
業
参
入
を
図
り
、
廃
校
跡

地
な
ど
を
利
用
し
、
養
殖
事
業
を
展

開
す
れ
ば
、
漁
業
者
の
職
場
の
確
保

や
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
が
、
村
長
の
所
見
を
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
地
産
地
消
と
魚
介
類
養
殖
に
つ

い
て
現
在
、
辺
土
名
漁
港
に
お
い

て
は
、
試
験
的
に
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ

を
陸
上
養
殖
し
て
い
る
漁
業
者
は

い
ま
す
が
、
ま
だ
販
売
ま
で
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
本
格
的
な
養
殖

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

漁
業
再
生
支
援
事
業
を
活
用
し
て

国
頭
漁
業
集
落
に
お
い
て
、
新
規

養
殖
の
着
業
に
向
け
た
取
組
を
試

験
的
に
実
施
中
で
あ
り
、
御
質
問

に
あ
る
養
殖
事
業
の
展
開
や
企
業

参
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
村
内

の
漁
業
者
の
取
組
を
見
守
り
な
が

ら
、
情
報
を
共
有
し
、
必
要
な
時

期
に
必
要
な
支
援
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　田
場  

盛
久 

農
林
水
産
課
長

　
村
長
の
答
弁
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
、
村
内
の
漁
業
者
の
方

々
が
試
験
的
に
養
殖
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
い
て
、
そ
の

中
で
も
若
い
漁
業
者
の
方
々
の
取

組
が
結
構
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ヒ
メ
ジ
ャ

コ
に
つ
い
て
も
観
賞
用
と
し
て
の

価
値
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
過
去

に
は
そ
の
養
殖
を
進
め
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
水
族
館
な
ど
へ
の
需

要
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
と
、
成
長
す
る
ま
で
の
生
存

率
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
技

術
等
は
確
立
さ
れ
て
き
た
か
と
思

う
の
で
す
が
、
採
算
性
の
理
由
で

や
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
に
つ
い

て
も
、
県
内
で
天
然
の
ウ
ニ
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
栽

培
養
殖
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
試
験
的
に

養
殖
さ
れ
て
い
る
。
餌
の
問
題
や
、

電
気
料
の
問
題
、
成
長
は
す
る
け

ど
も
身
が
少
な
い
と
か
、
そ
う
い

う
様
々
な
課
題
を
現
在
整
理
し
て

い
る
と
こ
ろ
と
聞
い
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
も
、
今
後
漁
業
従
事

者
の
方
の
活
動
を
見
守
り
な
が
ら
、

村
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
支
援
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　  

漁
業
組
合
の
会
員
が
最
近

よ
く
増
え
て
い
る
と
い
う
話
を
聞

い
て
お
り
、
若
者
が
多
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
い

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
や
エ
イ
ム
人
工
海

水
フ
ァ
ー
ム
う
る
ま
沖
縄
な
ど
の

視
察
研
修
等
も
検
討
し
て
頂
き
、

ぜ
ひ
水
産
業
の
強
化
支
援
事
業
な

ど
養
殖
関
係
も
含
め
、
と
て
も
い

い
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

今
後
精
査
し
、
進
め
て
ほ
し
い
と

思
う
。

一 般 質 問６月の定例議会

地
産
地
消
と

魚
介
類
養
殖
に
つ
い
て

問

答

議
員
意
見

答

宮城　誠
議員
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一 般質問６月の定例議会

　
移
住
定
住
希
望
者
の
相
談
窓
口

一
元
化
、
観
光
振
興
、
避
難
行
動
、

国
頭
村
民
所
得
の
向
上
、
等
々
行

政
間
や
民
間
を
含
む
横
の
連
携
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
課
題
解
決
に

向
か
い
、
村
民
の
声
を
拾
う
こ
と

に
つ
な
が
り
「
可
能
性
を
形
に
」

で
き
る
と
感
じ
て
い
る
。
役
場
内
、

隣
の
課
が
何
を
し
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
役
場
職
員
の
声
も

聞
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
縦
割
り

で
な
く
、
お
互
い
が
関
係
す
る
と

い
う
こ
と
を
大
事
に
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　宮
城  

明
正 

副
村
長
　

　
例
え
ば
移
住
定
住
希
望
者
の
窓

口
を
一
元
化
す
る
と
い
う
お
話
し

で
す
が
、
た
だ
単
に
家
を
探
す
で

は
な
く
て
、
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

ま
ず
住
民
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
必

要
と
思
う
。
窓
口
で
の
情
報
提
供
、

情
報
発
信
も
含
め
て
し
っ
か
り
と

お
伝
え
で
き
る
よ
う
な
形
の
施
策

に
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
可
能
性

を
形
に
す
る
、
様
々
な
マ
ッ
チ
ン

グ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
会
で
地
域
商
社
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
質
疑
を

し
て
き
た
。
村
長
答
弁
で
「
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
材
と
行
政
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
で
進
め
た
い
」「
ふ
る
さ

と
納
税
の
体
制
強
化
を
図
り
た
い
」

と
あ
っ
た
。
４
月
か
ら
の
新
し
い

体
制
の
中
で
ど
の
よ
う
な
改
善
、

取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
の
か
進
捗

状
況
を
伺
う
。

　知
花  
靖 
村
長

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
ふ
る
さ
と

納
税
業
務
を
企
画
政
策
課
に
移
行

し
、
農
林
水
産
課
か
ら
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置

換
え
、
体
制
強
化
を
行
っ
た
。
去

る
５
月
に
国
頭
村
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
委
員
会
を
開
催
し
、
現
状
報

告
と
認
識
の
共
有
化
を
図
っ
た
。

今
後
は
返
礼
品
事
業
者
を
は
じ
め
、

交
流
の
あ
る
茨
城
県
境
町
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

が
安
定
し
た
税
収
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

問

答

答

　
国
頭
村
赤
土
等
流
出
防
止
対
策

地
域
協
議
会
の
活
動
実
績
、
農
業

環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

状
況
を
伺
う
。

　村
長

　
協
議
会
の
活
動
と
し
て
は
、
赤

土
等
の
海
域
に
お
け
る
堆
積
状
況

調
査
と
赤
土
等
の
流
出
経
路
と
な

る
河
川
や
排
水
の
調
査
を
実
施
し

た
。
堆
積
状
況
調
査
は
11
月
か
ら

２
月
の
期
間
で
海
域
に
お
け
る
堆

積
砂
の
変
動
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
も
季
節
変
動
が
起
こ
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
た
め
、
継
続

し
て
調
査
を
実
施
す
る
。

　
赤
土
等
流
出
対
策
と
し
て
は
宇

嘉
土
地
改
良
区
の
沈
砂
池
の
土
砂

撤
去
を
行
っ
た
。
農
業
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
は
、
国
頭

村
赤
土
等
流
出
防
止
対
策
地
域
協

議
会
に
お
い
て
、
令
和
６
年
７
月

に
配
置
す
る
予
定
。

　
村
内
の
重
症
心
身
障
害
児
の
お

母
さ
ん
た
ち
と
お
話
す
る
機
会
が

あ
り
、
様
々
な
家
庭
事
情
の
中
で

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
供

問問

問

答

答 と
向
き
合
う
お
母
さ
ん
の
声
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　「
国
頭
村
内
に
重
症
心
身
障
害
児

の
我
が
子
を
安
心
し
て
預
け
る
事

が
で
き
る
、
一
時
預
か
り
を
受
け

入
れ
る
施
設
が
あ
れ
ば
、
本
当
に

助
か
る
。」「
ほ
か
の
子
の
運
動
会

や
自
分
の
病
院
に
も
行
け
る
」
等
々

の
声
が
あ
っ
た
。
国
頭
村
の
重
症

心
身
障
害
児
支
援
に
つ
い
て
、
現

状
把
握
、
取
り
組
み
や
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

　村
長

　
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
障

が
い
児
、
障
が
い
者
に
対
し
、
日

中
の
一
時
預
か
り
が
可
能
な
施
設

の
必
要
性
は
以
前
よ
り
把
握
を
し

て
い
た
が
、
受
入
れ
の
で
き
る
事

業
所
は
名
護
市
内
の
み
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
。
今
年
度
に
入
り
、

対
象
者
か
ら
の
強
い
要
望
と
、
村

内
事
業
所
の
大
変
な
御
努
力
を
受

け
、
関
係
機
関
で
調
整
を
行
い
、

５
月
に
本
村
の
日
中
一
時
支
援
事

業
の
要
綱
を
一
部
改
正
し
、
医
療

的
ケ
ア
の
費
用
面
に
つ
い
て
村
独

自
の
加
算
を
す
る
こ
と
で
、
村
内

事
業
所
で
の
受
入
れ
が
可
能
な
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

村
内
の
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
少
し
ず
つ
拡
大
し
て
い
け
る
よ

う
、
今
後
も
関
係
機
関
で
協
議
を

続
け
て
い
く
。

山川  安雄
議員

国
頭
村
の

「
可
能
性
を
形
に
」
す
る

赤
土
流
出
防
止
対
策
に
つ
い
て

重
症
心
身
障
害
児
の

支
援
に
つ
い
て
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令
和
６
年
度
中
に
早
期
の
行
政

懇
談
会
の
開
催
実
現
で
、
村
民
の

意
見
を
村
政
発
展
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
村
長

の
決
意
を
伺
う
。

　知
花  

靖 

村
長

　
５
月
８
日
の
区
長
会
で
７
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
実
施
を
す
る
意

向
を
事
前
に
告
知
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
期
間
中
の
日
程
調
整
及
び

要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い

て
依
頼
し
た
。
６
月
４
日
の
区
長

会
で
は
正
式
に
文
書
で
開
催
を
通

知
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
終
確

認
を
行
っ
て
お
り
、
７
月
か
ら
の

開
催
へ
向
け
、
現
在
要
望
事
項
を

整
理
し
て
い
る
。

　
辺
野
喜
区
長
か
ら
令
和
５
年
７

月
18
日
付
け
で
国
頭
村
長
知
花
　

靖
宛
の
「
辺
野
喜
川
の
高
潮
対
策

に
つ
い
て
」
の
要
望
書
も
提
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
の
取
り

組
み
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　村
長

　
去
る
５
月
２
日
に
北
部
土
木
事

務
所
長
、
統
括
官
２
名
、
計
３
名

が
表
敬
訪
問
し
た
際
、
当
時
の
要

請
書
と
写
真
を
提
示
し
早
急
に
対

策
す
る
よ
う
再
度
強
く
要
請
し
た
。

県
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
で

き
る
の
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
引
き
続
き

河
川
管
理
者
・
村
・
区
と
情
報
共

有
し
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
国
頭
村
各
種
団
体

年
間
行
事
予
定
表
４
月
の
行
事
計

画
の
な
い
行
事
が
村
民
へ
の
周
知

も
な
い
今
回
の
開
催
に
つ
い
て
、

目
的
や
主
催
者
側
は
誰
な
の
か
、

村
と
の
事
前
調
整
な
ど
十
分
に
な

さ
れ
て
許
可
を
し
た
の
か
。
ま
た
、

開
催
に
至
る
経
緯
と
問
題
や
課
題

な
ど
多
く
の
疑
義
が
あ
る
の
で
納

得
の
い
く
釈
明
を
求
め
る
。

　村
長

　「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
・
ウ
ォ
ー
ク
の

普
及
啓
発
を
通
じ
て
国
頭
村
の
観

光
振
興
等
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を

開
催
目
的
と
し
、
国
頭
村
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の
姉
妹
大
会

と
し
て
、
民
間
主
体
で
構
成
し
て

い
る
や
ん
ば
る
ト
レ
イ
ル
実
行
委

員
会
が
主
催
・
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
本
大
会
は
、
春
先
４
月
の
開

催
と
な
っ
て
お
り
、
12
月
開
催
の

国
頭
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

の
誘
客
へ
つ
な
が
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
大
会
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

や
ん
ば
る
ト
レ
イ
ル
実
行
委
員
会

と
事
前
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
大

会
前
の
令
和
６
年
３
月
27
日
に
は

実
行
委
員
会
か
ら
正
式
に
大
会
内

容
の
説
明
が
あ
っ
た
。
大
会
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
国
頭
村
各
種
団

体
年
間
行
事
予
定
表
に
は
記
載
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次

年
度
か
ら
記
載
し
周
知
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

　
令
和
６
年
５
月
10
日
に
提
案
さ

れ
た
議
案
第
31
号
　
令
和
６
年
度

国
頭
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
及
び
議
案

第
32
号
　
国
頭
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
係
る
事
務
ミ

ス
に
よ
る
会
計
年
度
及
び
そ
の
独

立
の
原
則
を
守
れ
な
か
っ
た
事
案

が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
職

員
の
綱
紀
粛
正
及
び
再
発
防
止
の

徹
底
と
村
長
、
副
村
長
の
監
督
責

任
を
明
確
に
し
、
６
月
定
例
会
ま

で
に
対
応
と
処
置
を
約
束
し
て
お

き
ま
し
た
が
、
ど
う
い
っ
た
結
論

が
出
た
の
か
回
答
を
求
め
る
。

　村
長

　
今
回
の
事
案
は
、
歳
入
で
見
込

ん
で
い
た
交
付
金
が
減
額
と
な
り
、

歳
出
に
対
し
歳
入
が
不
足
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
法
令
に

基
づ
き
繰
上
充
用
金
の
補
正
を
行

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
予
算
の

執
行
管
理
に
つ
い
て
予
算
額
と
見

込
額
の
把
握
・
分
析
が
不
足
し
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
十
分
で
な
か
っ

た
こ
と
が
要
因
で
、
今
後
、
こ
の

よ
う
な
事
案
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

予
算
額
と
見
込
額
を
正
確
に
把
握
・

分
析
し
、
複
数
で
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
徹
底
す
る
よ
う
文
書
に
よ
り

職
員
へ
通
知
を
行
っ
た
。

一般質問６月の定例議会

行
政
懇
談
会
の
早
期
開
催
を

実
現
す
る
こ
と

辺
野
喜
川
の
河
川
氾
濫
の

防
止
対
策
は
進
捗
し
て
い
る
か

や
ん
ば
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
in
国
頭
村

４
月
20
日
開
催
を
検
証
す
る

問

問問

問

答

答

答

答

山城  正和
議員

令
和
６
年
第
３
回
国
頭
村
議
会

臨
時
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
の

不
適
切
な
問
題
へ
の
指
摘
対
応

の
回
答
を
求
め
る
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議員が村長等（執行部）に対し、一定の事項
に関する説明を求めたり、所信を問いただし
たりすることです。テーマは議員が自由に決
められますが、その概要をあらかじめ村長等

（執行部）に通告することになっています。 

議長が議案などについて、出席議員に賛
成・反対の意思表示を求め、それを集計
することです。

本会議の付議事件について質疑が集結
し、さらに詳しく検討を加えるために、所
管の常任委員会または特別委員会に審査
を託すこと。 

本会議に提案された議案などについて、
説明を聞き、質疑や討論をし、表決する
といった一連の流れ。 

本会議や委員会で、議員の質疑、一般質
問等に対して執行部等が回答や説明など
を行うこと。

議員以外の人が本会議等を直接見聞きす
ること。もちろん発言はできませんが、
身近な政治へ関心を持つことになります。
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令和6年4月17日～令和8年9月27日
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等調査特別委員会
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国頭地区行政
事務組合

・総務課、企画政
策課、商工観光
課、福祉課、住民
課、会計出納、監
査及び他の委員
会に属しない事
項

・農林水産課、農
業委員会、建設
課、環境保全課、
教育委員会、選
挙管理委員会に
関する事項

・議会広報の編
集及び発刊に関
する事項並びに
その他議会広報
に関する事項

・議会の運営に
関する事項
・議会の会議規
則、委員会に関
する条例等に関
する事項・議長
の諮問に関する
事項

・軍事基地関係
の突発的な事故
等の対策に関す
る事項

・世界自然遺産に
登録された本村
の均衡ある自然
環境の保全と利
活用による持続
可能な地域振興
を図るための調
査に関する事項
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Q. 一般質問とは？

用語解説

Q. 審議（しんぎ）とは？ 

Q. 答弁（とうべん）とは？

Q. 採決（さいけつ）とは？

Q. 付託（ふたく）とは？

Q. 傍聴（ぼうちょう）とは？ 

その

2



　現在私は30匹のやぎを飼育している。
　沖縄では昔から食肉用、堆肥作り、ヤギ乳といろい
ろな用途に利用されてきました。
　しかし近年ヤギは感性が豊かな動物で目をそらさず
真っすぐに人を見つめる姿は、優しさと親近感を与えて
くれます。飼い始めは慎重で警戒心あるヤギも撫でて
あげたり、エサを与えると次第に人になつき打ち解け、
気性も変わっていきます。
　そのようなヤギを利用し、老人や子供たち、一般の
人ともストレス解消、癒し、情操教育に生かされ各地で
話題となっている。私のヤギ小屋にも多くのこども園
のお子さん達や一般の方々が触れ合いに訪れ楽しんで
いる。
　ぜひ皆さんも機会があればヤギと触れ合い、ストレ
ス解消を図ってみては。

宮城　誠

大好きなヤギ

一般質問の内容は議会傍聴へのおさそい
　村議会は3月・6月・9月・１２月と年4回の定例議会が開催
されます。
　9月定例会は９月６日（金）開会予定です。日程が決まり次
第、ホームページでお知らせいたします。

一般質問通告書の質問・
答弁を基本に（会議録に
基づき）各議員でまと
め、議会広報委員会が確
認したものを掲載して
います。

※役場1階ロビーのテレビでも議会を視聴することができます。

沖
縄

県
国

頭
村

発
　
　
行
／
沖
縄
県
国
頭
郡
国
頭
村
議
会

編
　
　
集
／
議
会
広
報
委
員
会

印
　
　
刷
／
丸
正
印
刷
株
式
会
社

電
話

 ： 0980-41-5203
FAX ： 0980-41-3737

　北部12市町村議会議員・事務局職員研修会及びス
ポーツ・レク大会が令和６年７月１８日（木）に金武町
にて開催され、町村議会議員・事務局職員総勢160
名余りの参加となり、各市町村間の親睦を深める機
会となりました。講演会には講師として（株）ジャパン
エンターテイメント取締役の佐藤大介氏を迎え「やん
ばるの変化の起点を目指す JUNGLIA OKINAWA」
と題した講演会、スポーツレクは金武町屋内運動場
にてグランドゴルフ、視察研修として（株）佐喜眞義
肢、KINサンライズビーチ海浜公園を視察し、盛沢山
の内容で有意義な研修会・交流会となりました。

令和６年度北部市町村議会議員・事務局職員研修会
及びスポーツ・レク大会


